
ほし・にじだより 第４号 
 令和８年６月２６日 

                                       北区立さくらだこども園 

 

  

雨が続き、梅雨の気配が感じられます。子どもたちは、季節の製作をしながら梅雨の時期の自然に親しんだり、

水を使った遊びを楽しんだりしています。 

雨の製作 

 雨が続いている時期に、画用紙と折り紙で雨を作りました。画用紙を線に沿って切ったり、折り紙で雨粒を作

ったりしました。雨粒には顔を描いて、“雨粒ぼうや”“雨粒ぽっちゃん”にしました。保育室や廊下に飾ると、

「お部屋の中にも雨が降ってきたね！」とうれしそうにしていました。また、スポンジを十字に縛った「アジサ

イスタンプ」でアジサイの花を作りました。スタンプを押す場所や、花の色など、自分なりに選んで作ることを

楽しんでいました。遊びや生活の中で季節の変化があることを知り、この製作遊びに興味をもって取り組みまし

た。遊びの中で繰り返し楽しむことで、ハサミで切ったり紙を折ったりする技能面での育ちにもつなげていきた

いと思います。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

水を使った砂遊び 
 天気のよい日には、裸足になり、砂場で水を使って遊ぶこともあります。足の指でしっかり地面を踏むことで、

バランス感覚も育ちます。掘った穴に水を入れると水が砂の中に染み込んで無くなることを不思議に思ったり、

水と砂を手で混ぜて感触を楽しんだり、手や足で水や砂に触れて心地よさを感じたりする姿が見られます。様々

な感触の面白さを存分に味わえるようにしたいと思っています。 

 
 

 

 

 

 

 土曜参観  ～ご参観ありがとうございました～ 

 先日の土曜参観には、たくさんの保護者の方にいらしていただきました。子どもたちは、お家の方々に見てい

ただいている中、張り切って身支度をしたり、元気に体を動かして遊んだりする姿が見られ、お家の方々と過ご

せるうれしさが伝わってきました。 

ホールでのふれあい遊びでは、永井伸人先生から教えていただいた遊びをお家の方々にも一緒にしていただき

ました。少し恥ずかしそうにしている子もいましたが、お家の方との触れ合いを楽しんでいる姿がとても印象的

でした。ご家庭でも楽しんでいるとの感想をたくさんいただきました。ぜひ、これからも親子の触れ合いを楽し

んでください。 

 「傘袋ロケット」の製作では、セロハンテープやはさみを自分で使って作ったり、難しいところはお家の人に

手伝ってもらったりしながら作っていました。じっくりと一つの製作に夢中になる子や、作った物でお家の人と

一緒に遊ぶことを楽しむ子など、それぞれの楽しみ方で遊んでいましたね。 

  

シャボン玉や色水も楽しんでいます 



 

 

～アンケートより～ 

 たくさんのご意見、ご感想を 

いただきました。いくつかご紹介 

させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もうすぐ七夕です  

 ７月７日は、七夕です。園でも、子どもたちと一緒にいろいろな七夕飾りや願い事を 

書く短冊を作って、大きな笹にみんなで飾りたいと思います。 

 ６月２６日（金）に短冊を、一人２枚持ち帰ります。 

１枚はお子さんの願い事を、もう１枚にはご家族みなさんの願い事をひらがなで書き、 

７月１日（水）までに園にお持ちください。 

 どんな願い事にするか、お子さんとぜひ話をしてみてください。 

（七夕の願い事は、ほしい物ではなく、将来の夢や目標などを書けるとよいですね） 

ほし組保育室、にじ組保育室前の廊下に各学級の笹を飾ります。 

７月３日(金)、６日(月)の降園時に、親子で短冊と七夕飾りを飾ってください。 

 
〈７月の学級懇談会について〉  

 7月15日（水）の学級懇談会では、担任から日頃の様子や育ち、今後の予定をお話した後、グループ懇談を

行います。 

 Tetoruの「欠席連絡」→「連絡を送る」から、「遅刻／早退」を選択し、7月15日（水）の登降園時間を入

力してください。備考には、グループ懇談で皆さんに聞きたい子育ての悩みや話したいことを入力してください。

皆さんの意見を取り入れてグループ懇談をします。 

 

最初は緊張していましたが、親子で 

遊ぶことで段々と調子が出てきて楽し

そうにしていました。 

永井伸人先生のふれあい遊びが 

とてもためになり、自宅でも 

やってみようと思いました。 

親子での共同作業で、テープを貼ったり、ハサミで切ったりを楽しん

でいました。 

家に帰ってからも大事にとっていて遊んでいます。工作の楽しさを感

じたと思います。 

（例） 

↑ な
ま
え 

生活習慣のポイント 食具を正しく持とう！ 

スプーンやフォークを正しく持てると、箸も扱えるようになってきます。 

ご家庭でも、お子さんが自分でできるように、持ち方を教えていってください。 

また、食具を持たない方の手をお皿に添えて食べられるようになるといいですね！ 


